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「正しいことを正しい方法で」～ 県内一斉綱紀保持研修を通して
～

こどもをまもろう みんなでまもろう

　10月7日（水）に「こども性暴力防止法」の施行に向けた教職員対象の研修職員会議を行いまし

た。この法律は教育・保育などのこどもに接する場でのこどもへの性暴力を防ぎ、こどもの心と身

体を守るため、2024年6月に成立しました。この法律で定められている取組は、2026年12月25日

に施行される予定です。学校には、教職員等に関する所定の確認や研修、こどもを性暴力からまも

る環境づくり、相談体制の整備などが求められます。

　今回の研修では、法律の趣旨を理解するとともに、子どもとの日々の関わりを見つめ直し、安心

して過ごせる環境づくりや、相談を受けた際の対応について学びました。教職員が「こどもに対す

る性暴力は断じて許されない」という共通理解をもち、学校全体で取り組むことの大切さを改めて

確認しました。

　本校では、研修での学びを日々の教育活動に生かし、子どもたちが安心して学び、成長できる学

校づくりを進めてまいります。ご家庭と共に子どもの気持ちや小さな変化を受け止め、困ったとき

には安心して大人に相談できる関係をつくっていきたいと考えています。ご理解とご協力をお願い

いたします。

　10月１日（木）、本校では県内一斉綱紀保持オンライン研修に参

加し、教職員としての責任と、信頼される学校づくりについて改め

て研修を深めました。弁護士による講話や他校の実践紹介を通し

て、学校教育は、生徒や保護者の皆様からの信頼の上に成り立って

いるということを改めて確認しました。毎朝、大切なお子様を学校

へ送り出してくださる、その信頼に応えることの重みを、私たち教

職員一人ひとりが受け止める機会となりました。

　講話では、法令やルールは、過去の出来事の教訓を踏まえ、子ど

もたちの権利や安全を守るためにあることを学びました。生徒の成

長を願う気持ちを適切な指導につなげるためには、一人ひとりの受

け止め方に心を配り、関わり方や伝え方を丁寧に考えることが大切

です。「これまでこうしてきたから」「自分は大丈夫だから」と考え

るのではなく、相手がどう受け止めるかを意識し、自らの言動を見

つめ直すことが大切です。

　また、他校の実践からは、不祥事防止を「自分ごと」として捉え

ることや、日々の当たり前の行動を丁寧に積み重ねることの重要性

を学びました。綱紀保持は毎日の教育活動と深く結びついていま

す。気づきや迷いが生じたときには、一人で抱え込まず、教職員同

士で相談し、組織として判断・対応することも確認しました。

　本校では、８月にお知らせしましたとおり、「正しいことを正しい方法で」を合言葉に、次の「生

徒・保護者との３つの約束」を掲げています。

　今回の研修では、この約束に関する取組も振り返りました。３つの約束は、本校の学校教育目標

「思いやる　気付く　考え　創造する」を、教職員自身の行動に結びつけたものです。掲げるだけ

で終わらせず、生徒への声かけや保護者の皆様への説明、教職員間の情報共有など、日々の場面で

実践することを大切にしてまいります。

　学校では今後も、生徒が安心して学び、保護者の皆様が安心してお子様を送り出していただける

よう、組織全体で綱紀保持に取り組んでまいります。

　① 私たちは、思いやりをもって聴き、伝えます。

　② 私たちは、気付きをつないで、共に考えます。

　③ 私たちは、振り返り、よりよい行動を創造します。

～ こども性暴力防止法施行に向けて
～

「こども性暴力防止法」に

ついて詳しくは以下のQRコ

ードからご覧ください。（こ

ども家庭庁のHPにつながり

ます）

特　集 安心・安全な学校づくりに向けた柳井中学校の取組
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